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論文内容の要旨

本論文は、窓が持つ視覚的情報の制御機能の評価に基づいた窓の設計に必要な、窓を通して見る視対象の見え方評

価法の構築を目的として、視作業条件及び窓条件から視対象の明視要素条件を算定する方法を提案するとともに、明

視要素の組み合わせから見え易さの評価を予測するための資料の作成を行うことによって、窓を通して見る視対象の

見え易さを評価する手法を確立している。

第1章では、既往の研究について概観し、本研究の目的と意義を明確にするとともに論文構成について述べている。

第2章では、窓及び窓装備を通して見る際の視対象の見え方評価法の枠組みを提示し、視対象の見え易さに影響を

及ぼす視作業要因を抽出しているo また、室内外に存在する視対象の特徴について考察を行い、見え易さの評価を行

う場合の標準視対象として人の顔が最も適当である理由について論述している。

第3章では、窓に用いられている窓材及び窓装備について考察し、見え易さを決定する明視要素に与える影響の観

点から、これらの窓材・窓装備をいくつかのカテゴリーに分類している。また、分類された各カテゴリーを代表する

窓材及び窓装備を取り上げ、それらを通して見る視対象の明視要素について考察しているo

第4章では、窓材・窓装備を代表する特性を有するものとしてレースカーテンに着目し、レースカーテンを通した

視対象の明視要素の誘導を目的として、視作業場の諸条件を入力因子とした視対象物輝度算定法を提案している。ま

た、算定に要するレースカーテンの光学特性値を規定し、数種類のレースカーテンの光学特性値を提案しているo

第5章では、人の顔に対する評価言語の整理・集約を目的として、人の顔の評価側面を「存在」、「外形」、「細部」

の三つの評価側面に分類し、評価側面ごとにその見え易さの程度を表すのに最も適当な言語評価尺度を主観評価実験

結果に基づいて誘導しているo

第6章では、人の顔の見え易さと明視三要素との関係を三つの評価側面ごとに明らかにするため、人の頭部写真を

視対象とする主観評価実験を行い、各評価側面において見え易さ評価と対応する明視三要素の特定方法についての検

討を行っているo

第7章では、第6章で行った主観評価実験の評価結果、及び明視三要素の特定方法を用いて、明視三要素と見え易

さ評価との関係を把握した上で、明視三要素から人の顔の見え易さを予測するための資料を作成しているo

第8章では、本論文で提案する見え易さの評価法の有用性を実証するために、第4章で提案した視対象物の輝度算

定法及びレースカーテンの光学特性値を用いて、具体的な視環境条件下でレースカーテンを通して見る視対象物の明
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視要素の値を試算した上で、第7章で提示した予測資料を用いて見え易さを予測し、一連の手順に基づいてレースカー

テンを通した人の顔の見え方が合理的に誘導できることを示している。

結語として、本論文で提案する手法と資料により、レースカーテンに代表される窓材を通して見る人の顔をはじめ

とする視対象の見え易さを容易に求められる様になったことから、同様の手法によって窓を通して見るすべての視対

象の見え方評価が可能であり、今後視覚的情報の制御性能の評価に基づく窓の設計が可能であることが述べられてい

るo

論文審査の結果の要旨

建築物にとって窓は主要な構成要素であり、窓の設計は建築設計において非常に重要なプロセスであるo しかし窓

の持つ最も重要な機能の一つである視覚的情報の制御機能の評価に基づいた窓の設計は現在のところ行われておらず、

その主な原因として窓を通した視対象の見え方を正しく予測する手法が確立していないことが挙げられる。窓を通し

て見る視対象の見え方を評価する手法が確立されれば、合理的な窓の設計が可能となるため、その研究意義は非常に

大きL、。本論文では、窓を通して見る視対象の見え方評価法の構築を目的として、視作業条件及び窓条件から視対象

の明視要素条件を算定する方法を提案するとともに、明視要素の組み合わせから見え易さの評価を予測するための系

統的資料の作成を行っており、その主な成果を要約すると次の通りである。

(1)視対象の明視要素を中間変数として導入することにより、窓を通して見る際の視対象の見え方を、視環境条件及

び窓材・窓装備の北学特性に基づいて算出することが、合理的に可能であることが示されているo

(2)窓を通して見る場合の標準視対象として人の顔を、代表的窓装備としてレースカーテンを取り上げ、視作業条件、

レースカーテンの光学特性から、視対象の輝度分布を算定する手法を確立している。また同手法に用いるレース

カーテンの光学特性値を定義し、様々なレースカーテンの光学特性値のデータが精撤な測定によって得られてい

るo

(3)ものの見え方を評価する側面として、「存在」、「外形」、「細部」の三つが初めて提案され、その考え方を人の顔

の見え方に適用する場合のそれぞれの側面の評価に最も適切な言語評価尺度を主観評価実験によって誘導してい

る。

(4)人の頭部写真を視対象とする主観評価実験によって得られた、視対象の明視要素条件と各側面の見え易さ評価と

の関係についての考察の結果、人の顔の見え易さは、「存在J・「外形」については顔部と背景の代表輝度対比、

背景輝度、顔の視角によって、また「細部」に関しては、顔部内の代表輝度対比、背景輝度、顔の視角によって

それぞれ決まるものであることを明らかにしているo

(5)明視三要素と見え易さ評価との関係を主観評価実験によって明らかにし、明視三要素から人の顔の見え易さを予

測するための図表を作成し、人の顔の見え易さ評価法に用いる資料の整備が行われている。同時に、その資料を

用いてレースカーテンを通した人の顔の見え易さを予測する手順が例示されることにより、同手法の有効性が示

されているo

以上のように本論文は、レースカーテンと人の顔を代表的窓装備及び視対象として選択しながら、より普遍的な見

え方の評価を可能にする手法によって、窓を通した視対象の見え方評価法を確立しているo故に、本論文の成果は窓

を通した室内外のものの見え方をバランス良く制御できる質の高い窓設計を可能にするものであり、建築工学の発展

のみならず建築設計水準の向上に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。

n
H
U
 


